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　近年、保育現場の負担は増加しており、保育士の負担軽減を図る必要があるとともに、多

様化する保育のニーズにも対応していくことが求められているため、保育士への支援体制を

見直し、公立保育所の今後の在り方や役割などについて調査研究を行います。

１　子育て支援について

　生活の中で直面する生きづらさが複雑化・多様化する中で、介護、障がい、子育て、生活

困窮の各分野では支援が難しい方に寄り添った相談や支援を行うために、重層的支援体制整

備事業は重要な取り組みです。そのため、昨年度までの調査研究を踏まえながら、重層的支

援体制整備事業の今後の課題の把握、また改善に向け、調査研究を行います。

２　重層的支援体制について

　文化芸術は、人生を豊かにするものであり、心豊かで潤いのある生活を送る上で重要な役

割を担っていることから、市民が文化芸術に触れる機会の増加を図れるような施策について

調査研究を行います。

３　文化振興の取組について

　施設の老朽化や今後の超高齢化社会による将来需要に対応するとともに、ペット葬などの

市民ニーズを踏まえた誰もが利用しやすい斎苑の在り方について調査研究を行います。

４　斎苑について

　誰もが認知症になるリスクを有する今日、認知症の発症を抑えることや、認知症を早期発

見し、治療・支援につなげ、進行を緩めることが重要であるため、予防のための検診や早期

発見につながる取り組みなどについて調査研究を行います。

３　認知症への取組について 


